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伊達 今回で３回目の審議会となりま
したが、今までの感想を含めてお話を
伺いたいと思います。前回の審議会で
は、アンケート結果について検討され、
いよいよ私たち市民が望んでいる三原
の将来像について内容が煮詰まってき
たと思いますがいかがでしょうか。
勝原 内容的には今まで通りであり、
行政はハードを重んじたものが多かっ
た様に感じました。
島村 計画のベースが10万人で考えら
れていましたが、三原市の人口は減っ
ている傾向にあり、もう少し現実を見
た計画をすればいいのではないかと思
いました。その辺りに委員と行政との
食い違いを感じましたね。
勝原 私自身は10万都市がベースでも
良いと思います。それよりも、それに
合わせて箱物ばかり計画するのではな
く、どうすれば快適に暮らしてゆける
のかというソフトの部分を計画してほ
しいという意見が委員の方から出たの
が印象的でした。また、ソフトの伴わ
ないハードではいけないのではという
意見も出ていました。アンケートの中
で一番多かったのは、福祉健康都市で
したよね。アンケート結果の年齢別を
見ると、50代・60代の回答が多く当
然の結果となったように思います。相
対的に若い人の関心がなかったように
思います。
伊達 先日、第３次の計画を見ていま
したら、「こんなまちにしたい」とか
「経済的にこうしたい」ばかりで、も
っと市民生活に密着した商業の活性化

に繋がる計画があればと感じましたが
お二人はいかがでしょうか。
勝原 長期総合計画には、基本理念を
基にリーディング構想がありさらに施
策大網が５つあります。その５つは生
活のまち・産業のまち・教育のまち・福
祉のまち・交流のまちという分け方を
してあり、その産業のまちの中に、農
林水産・商業サービス・工業中小企業
労働環境・観光レジャー等が入ってい
ます。
島村 その中で農業に関して農協の方
が言われていたのは、基盤整備に関し
てはもう終わっており、次の世代を考
えた人材等、ソフトな部分について考
えてほしいという事でした。最近はサ
ラリーマンから農業に転職を希望され
る方もずいぶんおられると聞きますの
で、人材育成などに焦点を向けてゆけ
ばと思います。
伊達 そういう面で言うと、商業に関
しては二代目が他県他市へ就職し、帰
ってこない傾向にありますよね。「規
制緩和」で何でもできる時代になった
とはいえ、「二代目もいないのに、そ
こまで気力もないし」というのと似た
ようなことですかね。
島村 ふるさと三原に対して惹きつけ
るものがあれば若者は帰って来ると思
います。そういう意味でもまず魅力あ
るまちにする事が一番ではないでしょ
うか。
伊達 先月、瀬戸田の町長さんとお話
する機会がありましたが、その中で観
光を柱として自分達で生きてゆこうと
いう、明確なビジョンを町民と一体と
なって持っていらしたのを思い出し
ます。
島村 そうですね。何よりも行政と住

民が連携し合ってまちを創ってゆくと
いうのが一番大事だと思います。

伊達 今回の出席者の中で、何か興味
深いことを言われた方はいらっしゃい
ましたか。
勝原 一番印象に残ったのは、三原商
工会議所の勝村会頭の言葉でしたね。
内容は「私は休みの日に時間があれば
色々な町を観て歩いてるよ。山口県の
柳井の白壁にしても、評判なまちは小
さい町だって何かキラリと光るものが
ある。」という話をされました。その
話を聞いて三原市の事を考えてみたの
ですが、キラリと光るものがないです
よね。こういう事を計画に具体的に挙
げていただきたいですよね。
伊達 お話をお聞きする限り、今回の
計画は第３次三原市長期総合計画を踏
まえてという感じがしますが、新たに
という感じではないのでしょうか。
勝原 前回の焼き直し？　なにかそん
な感じがしますね。委員の皆さんもそ
う言っておられました。字句を変えた
り、「前回のこの部分はここへ含めま
した。」とか「言葉を変えました。」と
いう説明でしたので、あまり変わって
いる気はしませんでした。机上の言葉
の組替えでは駄目ですよね。

伊達 最終回となる次回の審議会が一
ヶ月後に開催予定という事で、具体的
な草案が出てくると思いますが、過去

本紙『やっさもっさ』は、１月から11月まで毎月１回発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。
何卒ご愛読ください。 ※やっさもっさは資源保護のため再生紙を利用しています。

本紙やっさもっさでもたびたび報告してまいりましたが、今後10年間の三原市の将来像を決める「第４次三原市長期総
合計画」がいよいよ大詰めに近づいているようです。全体で４回開催される予定の審議会のうちすでに３回が終了し、
さらに年内にはその会議を終了、計画の全容が明らかになる予定です。そこで、この審議会に一般公募で参加されてい
る勝原奎介さん（会社員）・島村けい子さん（主婦）の両名をお招きして、（社）三原青年会議所伊達副理事長が審議会を通
しての率直なご感想や、ご意見をお伺いし、私たち三原市民が今、何を成すべきなのかを考えてみました。

今月号の記事
１面　コラボロード～一般公募委員インタビュー～
２面 「ヤッ君&モッ君よもやま談義」
３面　６月例会「それゆけ ! 小早川市」／地域のソフ

トボール監督インタビュー／未来クル通信
４面　新入会員紹介／めざせ広域交流！／

やっさ祭り／ちょっと一言

三原市基本構想策定審議会

委 員般 公 募一
に イ ン タ ビ ュ ー

t勝原奎介さん 島村けい子さんs

▲伊達副理事長

2000年7月20日

先月の衆議院議員選挙結果については
報道されたとおりであり、それぞれの
思いがあるであろう。一方、投票率は
三原市の場合66.62％、地方分権・地域
主権の時代と言われながら、この数字
はどうであろうか。私には市民参加の
まちづくりには程遠い数字に思えてな
らない。▼最近、「協働のまちづくり」、
「市民参加」という耳障りのいい言葉が
日常的に使われるようになってきたが
現実はどうだろうか。まちの政策・立
案は、審議会・検討会議等、いつもの決
まった委員と数名の市民代表といわれ
る人で構成され、これで市民の声が一
応、行政・議会に届くというシステム
が通例となっている。しかしこれでは、
行政のシナリオに沿ったストーリーに
市民が参加させてもらっているという
茶番劇にすぎないのではないだろうか。
▼市民が動かなければ市民参加などあ
りえないし、何も変わらない。選挙の
投票しかり、行かなければ何も変わら
ない。ましてや投票にすら行ってない
者が不平・不満を言う資格などないは
ずだ。私たち市民は自己の責任と義務
というものを今一度よく考える時期に
さしかかっているのだ。市民が変われ
ば行政が変わる。行政が変わればまち
が変わる。市民と行政が、しっかりと
スクラムを組んで21世紀に向け、すば
らしい住みよいまちにしたいものだ。

福祉健康都市は
市民の総意？ キラリと光るみはらに

したいですよね

発言する機会は
ありましたが…
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３回の審議会では発言する機会は十分
ありましたか。
勝原 意見を言う機会はありました
が、会議の時間が非常に短すぎました
ね。コンサルタント会社の人と企画室
の人が、最初説明されましたがそれだ
けで30分かかりましたし、そうすれ
ば残り１時間30分ですよね。それに
加え「今日は内容がたくさんあります
から、急いでやって下さい」というや
り方ですからね。「基本構想や施策大
綱は今日これだけの審議で決定するの
ですか」と質問しましたら、「出来れ
ばそうしたい」との市の回答でした。
島村 私の意見としては、項目に「住
民参加」がありながら、住民の意見を
吸い上げるチャンスもないですよね。
伊達 企画室にお伺いした時に、市民
の一般公募は今回の審議会委員募集の
他には予定をしていないという事でし

たが。
島村 計画の中に、ずいぶん「住民参
加」「市民との協働でまちづくり」と
謳ってありますが、少し腑に落ちない
所がありますね。やはり地域の声を吸
い上げる手続きの法制化が必要だと考
えます。そして条例か何かを創って住
民参加のできる事を、もっと市民に知
ってもらい行動してもらわないと「住
民参加のまちづくり」というのは、難
しいと思います。
伊達 長期総合計画をまとめるにあた
って、審議会とは別に教育・建設・都
市・消防・民生・企画・経済の部会が
開かれました。お二方と共に私も企画
部会に参加させていただき、意見交換
をしましたが、印象はどうでしたか。
勝原 残念ながら、それぞれの部会に
は仕事柄で参加されている人が大半だ
ったように思います。是非その中に、
市民・若い人を交えて意見を聞いてほ
しいと感じました。

伊達 最後に一般公募という立場で、
審議会に参加されて、これからの三原

市民に望む事があればお聞かせ下さい。
島村 私は三原に住んで25年になり
ますが、三原に育てられた部分が沢山
あります。三原は自然環境のすばらし
いまちだと思っていますので、開発も
大事だと思いますが、環境重視でバラ
ンスをとりながら、より良いまちにし
て、次の世代に引き継ぐ事が市民の役
目だと考えています。いつまでも何か
を伝えたい「まち」であり続けてほし
いですね。
勝原 市民の皆さんにいかに参加意識
を作り出すかという事だと思います。
これからのまちづくりには、主婦の人

でも気楽に参加できるシステムを市民
と行政とが、お互いに意見交換して創
ってゆく仕組みづくりが必要です。
伊達 やっさもっさの３月号にも掲載
させて頂きましたが、長期総合計画の
座長でもあられる若井教授が言ってお
られました。「あなた達が三原市の経
営者なのですよ」「そういう関心を必
ず持つべき」それに尽きると思います。
行政に対して「私達はお金を払ってる
のだからちゃんとやってほしい」では
なくて、「私達はこうしたいんだ」とい
う意思を明確に打ち出す事ですね。

ヤッ君 三原近郊の市町の首
長対談も終わったけど、チョ

ット拍子抜けのところがあったよ。
モッ君 え、それはどうゆう
ことなんだい。
ヤッ君 「地方分権」は国の流
れと理解しつつも、こと「合

併」のことになると、どの首長さんも
「この秋に県から発表される枠組みを
待ってから」という話しだっただろう。

モッ君 でも、それはある程
度予測していたことではない

のかい。議会で議題にしたこともない
合併というテーマを首長が積極的に論
ずることはしないだろうと思うよ。た
だ、僕が非常に印象的だったのは、本
郷の惠木町長がおっしゃった「本郷町
がよりよいまちになるのであれば合併

という手法も今後十分検討する必要が
ある。」と合併に対して非常に関心が
高かったことと、瀬戸田の柴田町長が
おっしゃった「すべてに目の行き届く
瀬戸田町の今の規模を大切にするため
には、瀬戸田は今のままでいい」と合
併に否定的だった意見だね。

ヤッ君 だけど、三原JCも言
ってるけど、『生活圏の広域化

への対応』『地方分権の受け皿』『究極
の地方行革』という観点からすると、
やはり「合併」は避けては通れない問
題だと思うよ。首長さんだったら、こ
んなことは充分ご承知だと思うんだけ
ど、住民の中から世論も盛り上がって
ないし、現状では仕方ないのかな。

モッ君 気をつけなければな
らないのは、合併問題はこれ

からの望ましい地域づくりを進めるに
際しての、極めて有力な手段の一つと
みなすことはできても、合併そのもの
を目的化してしまうことは決して望ま
しいことではないということではない
のかな。

ヤッ君 それはわかっている
よ。はじめに合併ありきでは

なく、住民と行政とが共に地域の将来
を考える一つの選択肢として、主体的
に選び取る手段であるべきだろうね。
広域的なまちづくりには、国の意向や
財政事情ではなく、やはり地域それぞ
れの意志こそが尊重されるべきだとい
うことは、三原JCも常に言っている
よ。

モッ君 ところで「小早川市
構想」を含めて、今後合併問

題に対して、どう取り組んでゆくのが
望ましいのかな。

ヤッ君 そうだね。まずは行
政も積極的に合併問題につい

ての情報公開を住民に行なってゆくこ
とが大切だね。そして仮に行政がいか
にまちづくりに熱心となっても、住民
が無関心であればよいまちづくりは進
まないから、住民の積極的な参加がで
きる、まずは議論のための「場」づく
りが必要となってくるのだと思うよ。
つまり、住民と行政の新しい関係づ

くり、相互交流によって、住民と行政
とが情報をめぐって共通の土俵に立つ
こと、すなわち「情報公開」の片道通
行から「情報共有」が求められるので
はないかな。

三
原
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で
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上
菓
献
銘
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舗

（医）

今回の取材を経て、審議会の回数・会議の時間というところで行政と審議会
委員とのギャップを感じました。今後10年間を見越した計画なのですから、
年４回・各２時間の審議会では、やはり不十分なのではないでしょうか。お
話しの中にも出てきましたが、今回、審議会とは別に１回ではありますが、
５つの部会が開催されました。この様な形で、今からでも出来うる限り十分
に時間をかけて市民と共に創りあげてゆけばより良い計画が出来上がるので
はないでしょうか。そして、その中で市民側にも計画策定に参加したことか
ら、責任感が芽生えてくるはずです。こういった行政と市民の協働のまちづ
くりを行うことで、“みはら”が他市と違った魅力あるまちに変わってゆく
のだと私たち（社）三原青年会議所は考えます。

インタビューを終えて

「ヤッ君＆モッ君
よもやま談義」

気軽に参加できる
システムを


